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こどもの日特集

子
ど
も
と
一
緒
に
出
か
け
よ
う
！

韮崎中央公園

　

な
ぜ
「
５
月
５
日
」
を
「
こ
ど
も
の
日
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

昭
和
23
年
に
「
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ
ど
も
の
幸
福
を
は
か
る
と
と
も
に
、
母
子
に

感
謝
す
る
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
、「
こ
ど
も
の
日
」
と
い
う
国
民
の
祝
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
５
月
５
日
」
に
は
、「
端
午
の
節
句
」
と
い
う
呼
ば
れ
方
も
あ
り
ま
す
。

　

「
端
午
」
と
は
、
月
初
め
の
午
（
う
ま
）
の
日
」
と
い
う
意
味
で
す
。
本
来
は
５
月
に
限
り
ま

せ
ん
が
、
古
来
、
中
国
で
は
陰
暦
の
５
月
は
物
忌
み
の
月
と
さ
れ
、
な
か
で
も
５
が
重
な
る
５

月
５
日
は
「
重
五
」
と
い
わ
れ
、
病
気
や
災
厄
を
祓
う
節
句
の
日
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
強
い
香
気
で
厄
を
祓
う
「
菖
蒲
」
や
「
よ
も
ぎ
」
を
軒
に
つ
る
し
、
菖
蒲
湯
に
入
る

こ
と
で
無
病
息
災
を
願
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
「
菖
蒲
の
節
句
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
と
幸
せ
を
願
う
５
月
。

　

今
月
は
、「
こ
ど
も
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
こ
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

うねうねスライダー

ミニロープウェイ タイヤ渡り

とんぼ型のシーソー

ネットクライム

　サッカーのまちにらさきの、
シンボルとも言うべき中央公園。
　サッカー場や陸上競技場、芝
生広場などが有名ですが、施設
内にはたくさんの遊具がありま
す。林の中にあるため外からは、一見

分かりにくいですが、広い敷地に点在しています。
　深緑がここち良い季節になりました。広い園内を散策しながら、
子どもたちとともに遊具探しにでかけませんか？

こ
ど
も
の
日
特
集

こ
ど
も
の
日
特
集

こ
ど
も
の
日
特
集

こ
ど
も
の
日
特
集
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こどもの日特集

日曜日はミニSLへ！
　林の中を白い煙を上げながら駆け抜けていくSL！
　ミニSLが中央公園を走りはじめて今年で 22年。
ミニ SL を運転している方たちは、昔、本物の SL や電車を
運転されていた元運転手さん。指さし確認、出発進行のかけ
声ともに、ゆっくり安全に走り出します。
　線路をガトゴトと走りぬけ、駅に戻ってきても、車両に乗っ
たまま帰りたがらず、2度 3度と乗車する子どもたちがたく
さんいるそうです。まだ、一度も乗車していない子も、何度
も乗っている子も、今度の日曜日は、ぜひミニ SLへ乗って
みてはいかがでしょうか？

●　運転日時　4 月～ 10 月の日曜・祝日（雨天時の運休有り）

　　　　　　　後ろの「情報カレンダー」をご確認ください。
●　料　　金　通常　大人・子ども共に 100 円
　　　　　　（３歳未満は保護者と同乗で無料）　子どもの日は全員無料
●　お問い合わせ　建設課都市計画担当（内線 250・251）

電気機関車も展示しています
貨車などを４両もひいた電気機関車の

展示はめずらしいよ。

木の香りいっぱい・遊びがいっぱい

子育て支援センター

　支援センターに
来ていた、お母さん・
お父さんにききました！
　将来、どんな大人になって
　　ほしいですか？

小林さん
どんな人とも仲良く
接し、思いやりのあ
る子になってね！

松山さん
自分の好きなことを
みつけてほしい
プロ野球選手も
いいですね～

米原さん
人に対して思い
やりのある人に
なってね！

上村さん
友だちがいっぱいで
人付き合いのいい人
になってね！

100歳をむかえられた高根いねさん
にも、メッセージをいただきました。

自立した強い大人になってくださいね。

石岡さん
人に迷惑をかけ
ない自立した人
になってね！

　子どもたちが楽しめるいろいろな絵本約 7,500 冊
がみなさんを待っています！
　また、図書館では子どもたちのため
の絵本の読みきかせ・わらべうた・手
あそびなどのお話し会もしています。

おはなしの会
●対象　乳幼児 
●日時　毎月第２土曜日　10 時 30 分～ 11 時

だっこの会
●対象　幼児～小学校低学年
●日時　毎月第４木曜日　11 時～ 11 時 30 分

●場所　いずれもおはなしコーナー　

●　お問い合わせ　☎ 22－ 4946

市立図書館

　子育て中の方が気軽に遊びに来ること
ができる「野内の公園」のような「子育
て支援センター」です。
　一人でも安心して来られる場所として、
毎日たくさんの子どもと、お母さんが遊
びに来ています。
　子どもたちの笑顔と笑い声のあふれる
元気なセンターです。
　韮崎市子育て支援センターにぜひ遊び
に来てくださいね。
　5月のイベントは後ろの「情報カレン
ダー」でご確認ください。

●お問い合わせ　☎ 23－ 7676
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●
お
問
い
合
わ
せ

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
３
ー
７
６
７
６

歯
の
健
康
無
料
相
談

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の

『
歯
の
衛
生
週
間
』
に
ち
な
み
、

市
で
は
『
歯
の
健
康
無
料
相
談
』

を
実
施
し
ま
す
。

　

か
む
と
い
う
こ
と
は
、
毎
日
の

食
事
で
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い

行
為
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
体
に

と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
働
き
を

し
て
い
ま
す
。

　

正
し
く
し
っ
か
り
か
む
た
め
に
、

歯
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
の
入
園

料
・
保
育
料
を
補
助
す
る
就
園
奨

励
費
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
補
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、

通
園
先
の
幼
稚
園
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
、
補
助
の
基
準
額
等
が

変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
表
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
世
帯

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
私
立
幼

稚
園
に
在
園
し
て
い
る
３
歳
児
・

４
歳
児
・
５
歳
児
（
平
成
18
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
�1
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
を
持
つ
世
帯
の
う
ち
、

①
か
ら
⑤
の
い
ず
れ
か
に
あ
た
る

世
帯

①
生
活
保
護
世
帯

②
市
民
税
非
課
税
世
帯

③
市
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税

④
市
民
税
の
所
得
割
額
が

　

７
７
、１
０
０
円
以
下
の
世
帯

⑤
民
税
の
所
得
割
額
が

　

２
１
１
、２
０
０
円
以
下
の
世
帯

　

（
所
得
割
額
は
世
帯
合
計　

額
で

　

判
定
い
た
し
ま
す
。）

■
補
助
の
内
容

　

私
立
幼
稚
園
の
入
園
料
・
保
育

料
（
世
帯
の
課
税
状
況
等
に
応
じ

て
の
限
度
額
）

※
保
育
料
等
の
額
が
表
の
補
助
額

　

に
満
た
な
い
場
合
は
、
保
育
料

　

等
の
額
が
上
限
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当

　

（
内
２
６
４
）

課税区分（世帯合計）

補助限度額(園児一人あたりの年額）

兄・姉が小学校1～３年にいない場合 兄・姉が小学校１～３年にいる場合

在園中の第１子 在園中の第２子 在園中の第３子 在園中の第２子 在園中の第３子
以降

生活保護世帯 223,200円 264,000円 303,000円 244,000円 303,000円
市民税非課税世帯 193,200円 249,000円 303,000円 222,000円 303,000円
市民税の所得割が
非課税世帯 193,200円 249,000円 303,000円 222,000円 303,000円

市民税の所得割が
77,100円以下の世帯 109,200円 207,000円 303,000円 159,000円 303,000円

市民税の所得割が
211,200円以下の世帯 46,800円 175,000円 303,000円 111,000円 303,000円

幼稚園奨励費補助限度額

Ｕ
ー

３
親
子
サ
ッ
カ
ー

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

３
歳
以
下
の
お
子
様
た
ち
の
春

の
運
動
会
で
す
。
歩
け
る
お
子
様

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　
　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

　
　

親
子
遊
び
・
玉
入
れ
・
パ
ラ

　
　

バ
ル
ー
ン
遊
び
・
宝
ひ
ろ
い

　
　

な
ど

●
日
時　

５
月
�1
日（
木
）

　
　

10
時
～
11
時
�0
分

●
場
所

　
　

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
穂
坂

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
旧
勤
労
青
年

　
　

セ
ン
タ
ー
）

　

※
雨
天
の
場
合（
ウ
ッ
ド
ジ
ム
）

●
対
象

　
　

３
歳
以
下
の
児
童
を
も
つ
親

　
　

子
１
０
０
組
（
要
予
約
）

●
日
時　

６
月
３
日（
日
）

　
　

９
時
�0
分
～
1�
時
�0
分

●
場
所

　
　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

（
ニ
コ
リ
）
１
階
フ
ロ
ア
ー

●
内
容　

　
　

歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
・
相

　
　

談
乳
幼
児
の
無
料
フ
ッ
素
塗

　
　

布
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
無
料
配

　
　

布

●
共
催

　
　

山
梨
県
歯
科
医
会
・
韮
崎
市

　
　

歯
科
医
師
会
ほ
か

●
お
問
い
合
わ
せ

　
　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

☎
２
３―

４
３
１
０

本
年
度
よ
り
、補
助
額
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
を

補
助
し
ま
す
！

し
っ
か
り
か
ん
で

　
　

食
べ
て
ま
す
か
？

当
日
は
ヴ
ァ
ン
君
と

ニ
ー
ラ
に
会
え
る
よ
！
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改正法に関するＱ＆Ａ
Ｑ１現在日本に在留している外国人は、何か手続きをしな

いと住民票は作成されないの？

Ａ１一定の条件を満たす外国人については原則手続きの
必要はなく、外国人登録原票に基づき仮住民票を作

成しますので、施行日までは外国人登録の手続きを正確に行っ
てください。

Ｑ２新規に入国した外国人はどのような手続きが必要？

Ａ２住所を定めた後、入国の際に空港等で交付された在
留カード等を持参し、住所地の市町村へ転入の届出

をしていただくことになります。 

Ｑ３日本で出生した外国人はどのような手続きが必要？

Ａ３外国人が日本で出生した場合には、14 日以内に出生
届を提出する必要があります。また、出生から 30 日

以内に入国管理局で在留資格の取得の申請が必要です。 

Ｑ４新しい制度では、引っ越しをした時には外国人も転出
の届出が必要？

Ａ４本当です。現行の外国人登録法では、引っ越しをした
際には転入先の市町村のみに居住地変更登録の申請

をするだけでしたが、新制度では、外国人住民も転出地の市町
村に転出届をして転出証明書の交付を受けた後、転入先の市町
村で転入届をすることになります。

Ｑ５外国人住民も住民基本台帳カードを利用できるように
なるの？

Ａ５利用できるようになります。ただし、外国人住民の方
が住基ネットに加わるのはさらに１年以内の予定です

ので、住基カードを作ることができるようになるのもそれ以後
になります。 

　　

市
町
村
が
、
日
本
人
と
同
様
に
、

外
国
人
住
民
に
対
し
，
基
礎
的
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
日
本
人
と
同
様
に
、

住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対
象
に

加
え
、
外
国
人
住
民
の
利
便
の
増

進
及
び
市
町
村
等
の
行
政
の
合
理

化
を
図
る
た
め
の
「
住
民
基
本
台

帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
本
年
７
月
９
日
施
行
さ
れ
、
同

時
に
外
国
人
登
録
法
は
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

ま
た
、
入
管
法
も
改
正
さ
れ
、

新
し
い
在
留
管
理
制
度
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
外
国
人
に
も
住
民
票
を
作
成

 

現
行
の
住
民
基
本
台
帳
法
（
以
下

「
住
基
法
」
と
い
い
ま
す
。）
が
改

正
さ
れ
、
外
国
人
住
民
に
つ
い
て

も
住
基
法
の
適
用
対
象
に
加
え
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
日
本
人
と
同
様
に

住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
日
本
人
住

民
と
外
国
人
住
民
の
住
民
票
が
世

帯
ご
と
に
編
成
さ
れ
、
住
民
基
本

台
帳
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

  

外
国
人
登
録
原
票
に
基
づ
き
仮

住
民
票
を
作
成
し
、
５
月
中
旬
に

対
象
者
（
世
帯
）
へ
送
る
予
定
で
す
。

そ
れ
を
確
認
し
記
載
の
内
容
に
変

更
・
修
正
が
あ
る
場
合
は
、
市
民

課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
外
国
人
の
方
が
世
帯
主
に
な
る

　

こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
外
国
人
の
利
便
性
が
向
上

  
こ
れ
ま
で
住
基
法
と
外
国
人
登

録
法
の
２
つ
の
別
々
の
制
度
で
把

握
し
て
い
た
複
数
国
籍
世
帯
（
外

国
人
と
日
本
人
で
構
成
す
る
世
帯
）

に
、
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
等
が
発
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

  

住
民
基
本
台
帳
は
住
民
に
関
す
る

事
務
処
理
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
転
入
届
な
ど
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
な
ど
、
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
届
出
と
の
一
本
化
が
図
ら

れ
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

  

法
務
大
臣
と
市
町
村
長
と
の
情
報

の
や
り
と
り
に
よ
り
、
外
国
人
住

民
の
方
が
法
務
省
（
地
方
入
国
管

理
局
）
市
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
届
出

す
る
と
い
っ
た
負
担
は
軽
減
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

市
民
課
市
民
担
当

　
　

（
内
線
１
２
３
～
１
２
５
）

外
国
人
住
民
の
住
民
基
本

台
帳
制
度
が
ス
タ
ー
ト

総務省ＨＰ（外国人住民の住民基本台帳制度について）
法務省ＨＰ（新しい在留管理制度について）
詳しくは、上記ホームページでご確認ください。

外
国
人
の
方
へ

国
際
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
！！

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
市
と
交
換
留
学
生
に
よ
る
相
互

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
７
月
上
旬
か
ら
約
３
週

間
の
日
程
で
高
校
生
と
引
率
者
の

７
名
が
韮
崎
市
を
訪
れ
ま
す
。

　

日
本
を
肌
で
感
じ
た
い
と
思
っ

て
い
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
の

学
生
や
引
率
者
を
、
家
族
の
一
員

と
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
る
「
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
い
な
が
ら
多
様
な
価
値

観
や
文
化
を
共
有
で
き
る
、
素
敵

な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

受
け
入
れ
に
特
別
な
準
備
は
い

り
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
期
間【
予
定
】

　
　

７
月
10
日（
火
）
～

　
　

７
月
�0
日（
月
）【
�1
日
間
】

■
募
集
家
庭
数　

学
生
３
家
庭　

　
　

引
率
者
１
家
庭

※
今
回
受
け
入
れ
に
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
ご
家
庭
に
つ
き

ま
し
て
は
、
1�
月
～
１
月
に

予
定
し
て
い
る
フ
ェ
ア
フ
ィ

イ
ル
ド
市
へ
の
派
遣
学
生
選

考
の
際
に
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
応
募
締
切　

５
月
17
日（
木
）

※
直
接
、
企
画
財
政
課
窓
口
へ 

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

企
画
推
進
担
当
内

　

国
際
交
流
実
行
委
員
会
事
務
局

　

（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）
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１　減災力の強い家庭づくり　２　減災力の強い地域づくり　３　減災力の強い公共づくり
　私たちは、東日本大震災から、地震など自然災害による被害を完全に防ぐことには限界があるこ

とを再認識しました。発災時に想定しうる被害を最小限に食い止める減災対策は極めて重要であり

ます。このため、日頃から家庭、地域、行政その他関係機関が相互に連携し、市民一人ひとりが「自

分たちの地域は、自分たちで守る」という、自助・共助の精神を高め、災害に対する意識を高め、訓練や備

えにより減災力を高め、安心して暮らせるまちづくりを推進するために、３月議会において、次のように「減

災力の強いまちづくり」宣言をしました。

　市民の皆様には、家庭での備えや地域での訓練等に積極的に参加していただき、減災意識の向上に努めてい

ただきますようお願いします。

自主防災組織の強化を目指して！地域減災リーダー育成講座を開催
■目　　的　東日本大震災の教訓から、災害から被害を最小限にするためには、日頃から皆様が自主的に減災への

取り組みを行なう、自主防災組織が必要です。家族や自主防災組織の強化を行なうことを目的に、地
域減災リーダーの育成を図ります。

■受講教材　減災研修基礎：「減災とは」東日本大震災の実態から学ぶ
普通救命基礎：救急救命の知識、止血、搬送
ＬＣＰ応用：個人や家庭の減災力
ＡＣＰ応用：小地域（組・班）の減災力
避難所運営：指定避難所の運営

■日　　程

　●時間・会場　昼：１３時３０分～３時３０分　夜：１９時～２１時（受付各３０分前）
　　　　　　　　市民交流センター「ニコリ」１階会議室

※【普通救命講習日程表】

　●時　間／午前９時～１２時　
　●会　場／峡北消防本部もしくは、北杜消防署
　●申込み／韮崎消防署 ☎２３ー１４９９　　北杜消防署 ☎３２ー２５０８
　　　　　　※詳細については、峡北消防本部ホームページを参照ください。

※【認定試験日程表】

　●時　間／午後１時３０分～２時３０分（受付３０分前）
　●会　場／市民交流センター「ニコリ」１階会議室
　●申込み／総務課防災交通担当（内線３３９・３９９）
　●お問い合わせ／受講内容等：ＮＰＯ法人減災ネットやまなし　２３ー５６５６
　　　　　　　　　受講方法等：総務課防災交通担当（内線３３９・３９９）

５月 ７月 ９月 11月 ２月
日 曜日 日 曜日 日 曜日 日 曜日 日 曜日

基礎
減 災 研 修

昼 １３ 日 １６ 月 ９ 日 １１ 日 １１ 月

夜 ２２ 火 １６ 水 １２ 水 ２０ 火 １９ 火

普 通 救 命 ※下記、【普通救命講習日程表】参照

応用

C L P 応 用
昼 １９ 土 １４ 土 １５ 土 １０ 土 ９ 土

夜 １５ 火 １０ 火 １１ 火 １３ 火 １２ 火

A C P 応 用
昼 ２０ 日 ２２ 日 １７ 月 １８ 日 １７ 日

夜 ２３ 水 ２５ 水 １９ 水 ２１ 水 ２０ 水

避難所運営
昼 ２６ 土 ２８ 土 ２２ 土 ２５ 日 ２３ 土

夜 ２４ 木 ２６ 木 ２０ 木 ２２ 木 ２１ 木

５月 ６月 ７月 ８月 ９月
日 曜日 日 曜日 日 曜日 日 曜日 日 曜日

峡北消防本部（韮崎） ２０ 日 ２０ 水 ２２ 日 ２２ 水 １６ 日

北杜消防署（長坂） １９ 土 １７ 日 １４ 土 １９ 日 １５ 土

認定試験実施月 ６月 ８月 10月 12月 ３月
実施日（曜日） ２日（土） ４日（土） ６日（土） ８日（土） ９日（土）

減災力の強いまちづくりを目指すために●　●　●　●　●　●　減災力の強いまちづくりを目指すために　●　●　●　●　●　●
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ガ
レ
キ
の
広
域
処
理

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
大
津
波

に
よ
り
膨
大
な
量
の
災
害
廃
棄
物

が
発
生
し
て
お
り
、
被
災
自
治
体

だ
け
で
は
、
処
理
し
き
れ
な
い
量

の
ガ
レ
キ
が
山
積
み
さ
れ
て
お

り
、
復
興
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提
と
し
、

協
力
で
き
る
部
分
は
協
力
し
た
い

と
い
う
意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ガ
レ
キ
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、

当
然
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
何

よ
り
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

た
ガ
レ
キ
処
理
に
つ
い
て
の
見
解

で
あ
り
、
処
理
施
設
と
な
る
「
峡

北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
」は
、

韮
崎
市
・
北
杜
市
・
甲
斐
市
の
広

域
組
合
で
運
営
す
る
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
構
成
市
及
び

組
合
に
お
い
て
、
受
け
入
れ
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ガ
レ
キ
の
受
け
入
れ
条
件

　

峡
北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般

廃
棄
物
を
対
象
と
し
た
施
設
で
あ

る
た
め
、
分
別
・
破
砕
処
理
が
さ

れ
て
い
な
い
震
災
ガ
レ
キ
の
処
理

は
困
難
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
処

理
可
能
な
程
度
ま
で
前
処
理
が
さ

れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
は

可
能
な
状
態
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
レ
ベ
ル
放
射
能
に
汚

染
さ
れ
て
い
な
い
ガ
レ
キ（
現
在
、

峡
北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

処
理
し
て
い
る
一
般
廃
棄
物
と
同

レ
ベ
ル
）
が
受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
の
条
件
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
が

確
認
さ
れ
た
段
階
で
、
説
明
会
等

に
よ
り
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、

ガ
レ
キ
の
受
け
入
れ
可
否
に
つ
い

て
の
判
断
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
政
策
担
当

　

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

　「山梨百名山」のひとつでもある甘利山は、６月中
旬から下旬にかけて、レンゲツツジの大群落によって
山頂一帯が真紅に染まります。高山植物の宝庫として
も知られ、夏から秋にかけては貴重な植物が咲き誇り
ます。また、山頂からは富士山や八ヶ岳など、大パノ
ラマも望むことができます。千頭星山まで足を延ばせ
ば、初心者向けのトレッキングも楽しめます。
　自然観察やハイキングの拠点として、グリーンロッ
ジをぜひご利用ください。

■開設期間　５月１日～１０月３１日

■お問い合わせ　商工観光課観光担当

　　　　　　　　（内線２１３・２１４）

■利用申込　甘利山グリーンロッジ　☎０９０－８５９５－６１４１

■利用料金

施　設 単　位 使用者・部屋区分
使　用　料

摘　　　要
市　内 市　外

大 部 屋
（相部屋）

宿　泊
（１人／１泊）

小中学校又は特別支援
学校の児童及び生徒 300円 300 円

高等学校の生徒 500円 500 円
その他 1,000 円 1,500 円

個　 室

宿　泊
(１部屋／１泊)

4人部屋 (5 人 ) 6,000 円 8,000 円
8人部屋 (9人 ) 12,000 円 16,000 円

休憩（1部屋）
4人部屋 2,000 円 3,000 円
8人部屋 4,000 円 6,000 円

炊 事 場 １人分／１回 100円 100 円 宿泊並びに個室で休
憩される方は無料。シャワー 　１人／１回 100円 100 円

寝 具 　１組／１回 300円 300 円

※宿泊者・部屋区分欄の（　）書は、エキストラベット使用時定員とする。
※シャワーご利用の方は、タオルをご持参ください。　※宿泊者以外の炊事場供用時間は、10 時から 1� 時まで。
※自炊施設のため、食材は各自ご持参ください。　　　※小学校就学前の乳幼児は、施設使用料無料です。

甘利山グリーンロッジが今年もオープン

震
災
ガ
レ
キ
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
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　　12月まで
口 座 振 替 推 進

キャンペーン

　

市
税
等
は
、
韮
崎
市
で
行
う
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま

す
。

　

市
で
は
そ
の
大
切
な
市
税
等
を

納
期
内
に
自
ら
納
め
て
い
た
だ
く

自
主
納
付
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

特
に
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
は
、

一
度
お
申
込
み
い
た
だ
く
と
、
指

定
さ
れ
た
金
融
機
関
か
ら
、
納
期

ご
と
に
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
、
便
利
で
、
安
心
、
確
実
な
納

入
方
法
で
す
。

　

４
月
か
ら
12
月
ま
で
を
口
座
振

替
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し

て
、
新
た
に
市
税
等
の
口
座
振
替

申
込
み
（
新
規
の
税
目
追
加
を
含

む
）
を
さ
れ
た
方
で
、
申
込
日

の
先
着
順
に
１
、５
０
０
名
様
に
、

５
０
０
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
進

呈
し
ま
す
。

　

納
税
者
お
一
人
に
対
し
て
、
一

枚
の
ク
オ
カ
ー
ド
と
し
、
平
成
24

年
度
の
課
税
及
び
、
こ
れ
ま
で
の

滞
納
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後

に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
者

が
１
、
５
０
０
人
を
超
え
た
申
込

日
の
方
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象
税
目

　

・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

　

・
固
定
資
産
税

　
　

（
都
市
計
画
税
を
含
む
）

　

・
軽
自
動
車
税

　
　

（
所
有
す
る
全
て
の
車
両
）

　

・
国
民
健
康
保
険
税

　

・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　

（
普
通
徴
収
）

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
申
込
期
間

　

12
月
2�
日（
金
）ま
で

■
申
込
方
法
①

　

次
の
金
融
機
関
の
窓
口
へ
預
金

通
帳
・
口
座
届
出
印
を
お
持
ち
に

な
り
、
預
金
口
座
振
替
依
頼
書

（
韮
崎
市
内
の
金
融
機
関
窓
口
及

び
収
納
課
に
ご
ざ
い
ま
す
。
）
に

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
可
能
金
融
機
関

　

・
山
梨
中
央
銀
行

　

・
甲
府
信
用
金
庫

　

・
山
梨
信
用
金
庫

　

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

　

・
梨
北
農
業
協
同
組
合

　

・
三
井
住
友
銀
行　

甲
府
支
店

　

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

　
■
申
込
方
法
②

　

次
の
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
収
納

課
の
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
受

付
機
〔P

ay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）〕

で
も
口
座
振
替
の
申
込
み
が
で
き

ま
す
。手
続
き
に
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

■P
ay-easy

対
応
金
融
機
関

　

・
山
梨
中
央
銀
行

　

・
甲
府
信
用
金
庫

　

・
山
梨
信
用
金
庫

　

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

　

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
梨
北
農
業
協
同
組
合
及
び
、
三

　

井
住
友
銀
行　

甲
府
支
店
を
ご

　

利
用
の
方
は
①
の
方
法
で
お
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。

■
訪
問
受
付
サ
ー
ビ
ス

　

携
帯
型
受
付
機
〔P

ay-easy

〕

を
利
用
し
た
口
座
振
替
の
訪
問
受

付
サ
ー
ビ
ス
で
す
。（P

ay-easy

対
応
金
融
機
関
の
み
対
象
と
な
り

ま
す
。）

　

収
納
課
が
提
示
す
る
日
程
（
平

日
の
９
時
～
1�
時
30
分
）
の
中
か

ら
、
ご
都
合
の
よ
い
訪
問
日
時
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

指
定
日
時
に
、
収
納
課
職
員
が

ご
自
宅
へ
伺
い
、
口
座
振
替
の
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番

　

号
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
当
サ
ー
ビ
ス
は
、
上
記
口
座
振

　

替
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象

　

と
な
り
ま
す
が
、
訪
問
は
指
定

　

日
と
な
り
ま
す
。

■
訪
問
範
囲

　

韮
崎
市
内

　

今
月
の
納
税
対
象
税
目
及
び
夜

間
・
休
日
窓
口
の
日
程
は
、
広

報
中
央
ペ
ー
ジ
「
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.n

ira
sa
k
i.

lg.jp/art9
2
4

■
お
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課

　
（
内
線
１
６
１
・
１
６
３
～
１
６
６
）

今年も実施
します！

日程を調整する 収納課へ電話をかける１

３
収納課職員がご自宅へ伺い
口座振替手続きを行う



�

手
続
き
は
５
月
22
日（
火
）ま
で
に

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

身
体
等
に
障
が
い
が
あ
り
、【
表

１
】・【
表
２
】
に
該
当
す
る
方
は
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
普
通
自
動
車
で
減
免

を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
で
障
が
い

の
あ
る
方
の
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど
で
、
通
学
・
通
院
の
た
め
に

常
時
介
護
を
す
る
方
が
運
転
す
る

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
減
免
の
手
続
き

◇
昨
年
度
申
請
を
し
た
方

　

昨
年
度
に
減
免
の
申
請
を
さ
れ

た
方
は
、
本
年
度
以
降
申
請
内
容

に
変
更
が
な
い
限
り
、
毎
年
度
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
昨

年
度
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
）

◇
今
年
度
新
た
に
申
請
す
る
方

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
、
５
月
22
日（
火
）

ま
で
に
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

＊
本
人
運
転
の
場
合

①
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷
病

　

者
手
帳
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

　

（
複
数
あ
る
場
合
は
全
て
）

③
運
転
免
許
証
（
本
人
の
も
の
）

④
車
検
証

⑤
印
鑑

＊
家
族
運
転
・
常
時
介
護
者
運
転

　

の
場
合

①
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の
う
ち

該
当
す
る
も
の
（
複
数
あ
る
場

合
は
全
て
）

③
運
転
免
許
証

　

（
運
転
す
る
方
の
も
の
）

④
車
検
証

⑤
印
鑑

⑥（
家
族
運
転
の
場
合
）

　

減
免
資
格
生
計
同
一
証
明
書

　

（
常
時
介
護
者
運
転
の
場
合
）　

　

減
免
資
格
常
時
介
護
証
明
書

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
担
当

　

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

■
⑥
の
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　
（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

障がいの区分
障がいの級別

本人運転の場合
（障がい者本人が所有する車を本人が運転） 生計同一者運転又は常時介護者運転の場合

視覚障がい １級～３級・４級の１
聴覚障がい ２級・３級

平衡機能障がい ３級

音声機能障がい ３級
（喉頭摘出による音声機能障がいがある場合に限る）

上肢不自由 １級・２級の１・２級の２
（両上肢の障がいのみ対象）

下肢不自由 １級～６級 １級～３級の１（両下肢の障がいのみ対象）
　　　　　　　 （３級の１は欠損に限る）

体幹不自由 １級～３級・５級 １級～３級

幼児期以前の非進
行性の脳病変によ
る運動機能障がい

上肢機能 １級・２級（一上肢にのみに運動機能障がいがある場合を除く）

移動機能 １級～６級 １級～２級・３級
（一上肢のみに運動機能障がいがある場合を除く）

心臓・腎臓・呼吸器
膀胱又は直腸・小腸の機能障がい １級・３級

免疫・肝臓機能障がい １級～３級
視覚・聴覚

平衡機能障がい 特別項症～第４項症

音声機能障がい 特別項症～第２項症
（喉頭摘出による音声機能障がいの場合に限る）

上肢不自由 特別項症～第３項症
下肢不自由 特別項症～第６項症及び第１款症～第３款症 特別項症～第３項症
体幹不自由 特別項症～第６項症及び第１款症～第３款症 特別項症～第４項症

心臓・腎臓・呼吸
膀胱又は直腸・小腸機能障がい 特別項症～第３項症

療育手帳【紺色】 障がいの程度 Ａ

精神障がい者保健福祉手帳【緑色】 １級

身
体
障
害
者
手
帳
【
赤
色
】

戦
傷
病
者
手
帳
【
黒
色
】

運転手 障がい者本人の状況 車の所有者 使用目的
障がい者本人 障がい者本人 目的は問わない

障がい者と生計を一にする者
（家族等）　

療育手帳又は精神障がい者保健福祉手帳の交付を受けている 障がい者と生計を一にする者
（家族等）

身体障がい者の
・通院　･通学　・通所
・通勤　･生業に使用する。
（１年を通し、週三日以上
  もしくは総使用日数か、
  走行距離数の５０％以上）

上記以外
障がい者が１８歳以上 障がい者本人

障がい者が１８歳未満 障がい者と生計を一にする者
（家族等）

障がい者を常時介護する者 世帯全員が身体障がい者等 障がい者本人

　　

 表２  軽自動車等の運転手、所有者及び使用目的の範囲

 表 1   軽自動車税減免対象者の障がいの範囲

＊生計を一にする者・常時介護する者とは、市で「減免資格証明書」を交付された方になります。
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度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
は
接
種

の
ご
案
内
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
後
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
、
現
在
は
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
を
通
常
ど
お
り
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
は
、

平
成
23
年
度
よ
り
国
の
指
針
に
基

づ
き
、
順
次
ご
案
内
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
小
学
２
、
３
、
４
年

生
の
未
接
種
の
お
子
さ
ん
に
対
し

て
、
４
月
に
個
別
通
知
を
郵
送
い

た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
ご
案
内
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
場
合
で
も
、

　

平
成
７
年
６
月
１
日
～
1�
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
１
期
・

２
期
の
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い

お
子
さ
ん
は
、
20
歳
未
満
ま
で
の

間
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
予
診
票

を
交
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

　

接
種
間
隔
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

☎
２
３―

４
３
１
０

　

４
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
医
療
費
等
の
動
向

な
ど
か
ら
平
成
24
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
：
改
正
内
容
は
？

　
　

表
①
の
と
お
り

Ｑ
：
国
民
健
康
保
険
税
が
ど
の
く

　
　

ら
い
上
が
る
の
？

　
　

表
②
の
と
お
り

　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
納
税
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

（
世
帯
主
が
社
会
保
険
等
に
ご
加

入
の
場
合
で
も
、
同
じ
世
帯
の
家

族
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
世
帯
主
名
義
で

通
知
い
た
し
ま
す
。）

　

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
増
え
続
け
る
と
、
国

保
財
政
の
財
源
で
あ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
負
担
が
ま
す
ま
す
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
健
康

に
注
意
し
、
病
気
予
防
に
努
め
る

な
ど
、
医
療
費
の
節
約
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

　

（
内
線
１
２
７
～
１
３
０
・
１
３
７
）

計算方法 医療分 後期支援金分 介護納付金分
所得割 世帯の所得に応じて計算 6.0％→7.0％ 1.7％→2.7％ 1.3％→2.5％
資産割 世帯の資産に応じて計算 28.0％→25.0％ 8.0％→7.0％ 7.0％→7.0％
均等割 加入者数に応じて計算 22,200円→24,700円 5,800円→7,900円 9,500円→9,500円
平等割 １世帯あたり 21,400円→21,200円 4,600円→8,600円 6,500円→7,200円

表①　改正内容一覧

１　医療給付費分 2　後期高齢者支援金分 ３　介護納付金分
所得割 基準総所得 1,670,000 円× 7％ =116,900 円 基準総所得 1,670,000 円× 2.7％ =45,090 円 基準総所得 1,670,000 円× 2.5％ =41,750 円
資産割 固定資産税　50,000 円× 25％ =12,500 円 固定資産税　50,000 円× 7％ =3,500 円 固定資産税　50,000 円× 7％ =3,500 円
均等割 24,700 円× 4人 =98,800 円 7,900 円× 4人 =31,600 円 9,500 円× 2人 =19,000 円
平等割 21,200 円 8,600 円 7,200 円
計 249,400 円 88,700 円 71,400 円

表②　計算の具体例

　介護分は、40 歳以上 �5 歳未満の方のみ

平
成
24
年
度　

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
改
定
し
ま
す
。

　モデル世帯

　

　[夫 50歳 ]　所得 200 万円　　[妻 45歳 ]　専業主婦　
　　　　　 固定資産税５万円　　　（子２人）　　学　　生

　モデル世帯では、１～３を合計すると年税額 40�,500 円となり、税率改定前 335,200 円より �4,300 円増加します。

　（所得が一定額以下の世帯に対しては国民健康保険税の軽減制度があります。）

●　計算の具体例

基準総所得　1,670,000円
（平成23年中：所得2,000,000円－基礎控除330,000円）

固定資産税額　　　50,000円

　　上記の例で税額を具体的に計算すると
　次のようになります。

　

韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

特
別
な
事
由
に
該
当
し
生
活
が
困

窮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
負
担

金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
世
帯

に
対
し
て
、
減
額
・
免
除
・
徴
収

猶
予
な
ど
の
減
免
要
綱
を
設
け
ま

し
た
。

　

一
部
負
担
金
と
は
、
本
人
が
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費

（
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
３
割

分
）
で
す
。

　

要
綱
及
び
制
度
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
民
課
国
保
医
療
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

　

（
内
線
１
２
７
～

　
　
　
　

１
３
０
・
１
３
７
）

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重

い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
1�
年

一
部
負
担
金
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
。

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ

ご
案
内
を
し
ま
し
た
。

（10 円未満切捨て）



月 火 水 木 金 土 日

●甘利山グリーンロッジ
　オープン
　( ～ 10 月 31）

休館：   

憲法記念日

休館：    

こどもの日

休館：    

休館：図      

すくすく教室
　対象：H23.10 月
　　　　生まれ（7 カ月）
　受付：13 時～ 13 時 30 分
　離乳食指導や離乳食の試食
　を行います

休館：

「からだにいいこと」
　知りたい人集まれ～♪
　10 時 30 分～　【要予約】
　定員：10 組
　材料費：250 円
　からだにいいティータイムあり

支援センターデビューの会
　13時30分～【要予約】
　定員：10 組（支援センター
　を初めて利用する親子限定）
　親子あそびやおしゃべりを
　楽しみます
休館：

にらちび☆
　メールキャンペーン
　10 時 30 分～
　メルマガ会員・新規会員の
　方は、手型・足型＆体位測
　定　会員以外の方は、体位
　測定

　おはなし会
　10 時 30 分～
　対象：幼児～小学校低学年

休館：  

休館：    

抜き取ってご利用ください

5月

休館：    

9～12カ月ママの会
　13 時 30 分～
　【要予約】　
　定員：10 組
　持ち物：マイカップ

ポリオ集団予防接種
　受付：13時30分～14時30分
　対象：生後3カ月～7歳6カ月
　　　　までの2回未接種児
　秋にも予定しています

休館：  

みどりの日

休館：    

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

■韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111　 22-8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画財政課（内線３５６）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工観光課（内線２１５） 

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：福祉課（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

●韮崎市ふるさと偉人資料館
　企画展『伊藤うた』の生涯
　市民交流センター1階
　入館料無料
　9月30日（日）まで開催中
　（詳細はＰ17）

　５月 24 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階40１会議室　
　一人30分以内
　定員6名
＊予約受付　
　５月１０日（木）8時30分～
　企画財政課（内線３５６）

今月の無料法律相談

　 中央公園ミニSL運行日
5/3、4、5、6、13、20、27
１０時～１２時・１３時～１６時
大人、子ども共に１回
１００円（３歳未満は、
保護者と同乗で無料）

休館：

図

2012
皐
月　

広報にらさき　

情報カレンダー

韮崎中央公園ミニＳＬ
■運行期間時間：４月～ 10月の日曜・祝日
　　　　　　　　10時～ 12時、13時～ 16時
■運賃：大人・子ども共　１回 100 円
　　　　（３歳以下は親と同伴で無料）
■お問い合わせ：建設課都市計画担当 ( 内線 250・251）

こどもの日は全員無料！

１ ２ ３ ４ ５ ６

8 9７ 10 11 12 13

納期限 ５月31日（木）

＊固定資産税　　第１期
＊軽自動車税　　全　期

収納課
（内線161・163 ～166）

今月の納税

５月９日
助産師さんとおしゃべり

　「６～８ヵ月児の相談」
　13 時 30 分～【要予約】
　定員：10 組

５月 10 日
パパママ学級・育児学級

　(Ｈ23年度Ｄ－４回目）
　13 時 30 分～
　出産後の様子や情報交換など行います



　　
　

　

　

よちよち教室
　市民交流センター
　2 階図書館
　「おはなしコーナー」
　対象：H23.6月生まれ(11カ月）
　受付：13 時～13 時 30 分
　ブックスタート事業や、お子さ
　んの事故防止について行います

1歳6カ月健診
　対象：H22.10 月生まれ
　受付：13 時 30 分～14 時 30 分
　小児科医師・歯科医師の診察
　を行います

0～5カ月児ママの会
　13 時 30 分～【要予約】
　定員：10 組
　持ち物：マイカップ

休館：

パパママ学級
　（Ａコース１回目）
　13 時 30 分～
　妊産婦さんの食事や妊婦体
　操を中心に行います

県外出身ママの会
　13 時 30 分～
　【要予約】
　定員：10 組
　持ち物：マイカップ

　休館： （午前）

●老壮大学　
　13時～
　市民交流センター3階
　多目的ホール
　「ボケちゃいけない！進まな
　い！」「独居高齢者を狙え！」
　シニアふる里劇団

休館：    

休館：図      交

3 歳児健診
　対象：H21.4月生
　　　　まれ
　受付：13 時～ 13 時 30 分
　小児科医及び歯科医の診
　察を行います にらちび☆まつり

　10 時 30 分　スタート！
　月に一度のセンターのお楽
　しみ会です！

休館：    

よちよち親子☆
　ママビューティー
　13 時 30 分～【要予約】
　定員：1・2 歳児親子 20 組
　講師：斉藤晴美先生
　めざせ体操名人キッズ！

休館：

凡
例

交：韮崎市民交流センター
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～17時・休館：月曜日・休日の翌日）
図：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～18時
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：10時～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～１６時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

：乳幼児の健診
　　場所　保健福祉センター
　　持物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　　保険証、印鑑

：子育て教室
　　場所　保健福祉センター
　※よちよち教室は、市民交流センター２階図書館内
　　持物　母子健康手帳、筆記用具など
　　

：育児健康相談等
　　場所　保健福祉センター

　　持物　母子健康手帳

：健康づくり教室
　　場所　保健福祉センター
　　持物　各種健康手帳、筆記用具、
　　　　　各教室にあった服装
　　　　　（体操のできる服装等）

　 ：韮崎市保健福祉センター　
　　　開館時間：
　　　8時30分～17時15分
　　　☎23ｰ431０ 23-4316

●第1回ふるさと歴史
　再発見ウォーク
　９時～
　午頭島公園駐車場に集合
　円野の水や山の伝統を
　探ろう（詳細はP　）
★休日納税相談・収納窓口
　10 時～ 16 時
　市役所1階収納課
休館：

　大人のための朗読
　会・朗読のつどい
　14 時～　
　対象：成人一般
　他者の選ぶ本の良さを体感
　し、読書の幅を広げてみま
　せんか？目の不自由な方も
　ご参加いただけます

休館：

「わくわく親子整体」
　10時30分～
　【要予約】　定員：10 組
　講師：西倫子先生
図だっこの会
　11 時～
　対象：乳幼児

誕生会（5月生まれ）
　13 時 30 分～【要予約】
　定員：10 組
　材料費：100円
　
休館： （午前）

４カ月児健診
　対象：H24.1月生
　　　　まれ
　受付：13 時～ 13 時 30 分
　小児科医の診察を行います

おでかけ児童センター
　10 時 30 分～
　【要予約】　定員：10 名
　市民交流センター１階総合
　受付に集合　
　韮崎児童センターまでお
　さんぽします

のびのび教室
　対象：H22.4月生まれ(2歳児）
　受付：13時～ 13時30分
　親子あそびや歯科相談を行
　います
休館：

U ー 3親子サッカー
　フェスティバルin韮崎
　10 時～
　詳しくは子育て支援センター
　（☎23－7676）へ お問い
　合わせください

支援センターは休みです
休館：  図 （午前）

休館：図     

★夜間納税相談・
　収納窓口
　18 時～ 20 時 30 分
　市役所1階収納課

休館：図      

５月16日
★夜間納税相談・収納窓口
　18 時～ 20 時 30 分
　市役所 1 階収納課

図14 15

21 22

16 17

23

18 19 20

５月 24 日
にこにこ子育て相談

　9 時 00 分～【要予約】　お子さんの成長発達・
　食事などについて！個別に相談を行います

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

午前8時30分～
　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時３０分～午後４時３０分
※眼科 
　金曜　午前8時30分～午前11時
※リウマチ外来
　金曜　午前８時３０分～午前１１時３０分
　　　　　午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・年末
年始（12/29～1/3) 
※急患はこの限りではあ
　りません。 
※当院は院外処方を行っ
　ています。
※医師の日程変更による
　休診・代診については、
　お問い合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科
麻酔科（ペイン：痛み） 水曜・金曜
泌尿器科 木曜
リウマチ外来 金曜（予約制）

韮崎市立病院　〒407ｰ0024 韮崎市本町3丁目5番3号　☎22－1221

24 25 26 27

28 29 30 31

５月 17 日
●武田の里ライフ
　カレッジ　13 時 30 分～
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　「戦場からのメッセージを 
　あなたに」～ファイ
　ンダー越しに見た命
　の現場～　戦場カメ
　ラマン・ジャーナリ
　スト：渡部陽一



市民のみかた
消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったら
今すぐ電話を
☎２２―１１１１（内線２１５）

　商工観光課に消費生活相談窓口が設置されています。
資格を持った専門員の相談日時は、毎週火曜日９時～
16時です。火曜日以外は、商工観光課窓口での相談も
受け付けています。お気軽にご相談ください。

今回はマルチ商法（連鎖販売取引）についてお話します。
　友人や知人を勧誘し、ピラミッド型に会員を増や
し、商品を販売するのが「マルチ商法」です。
　商品は、健康食品、化粧品、医療用品、衣料品、
洗剤など多種にわたります。「会員を増やせば紹介
料が入る」「商品を買えばマージンが入る」などと
簡単に利益が得られるような説明をします。

問題点：
　法律のルールを守っていれば、マルチ商法＝悪質商法という訳ではありません。
しかし、入会金・保証金・商品の購入代金がかかる上、成績を上げるために、大量
の在庫を抱えることがあります。また、しつこく勧誘するため、人間関係が悪くな
ることがあります。

　たとえ友人から勧められても、本当に必要なものか慎重に考え、少しでも疑問を
感じたら、契約をしないようにしましょう。一度契約をしても止めたい場合は、マ
ルチ商法は、２０日間のクーリング・オフが適用されます。

　ネズミ講とは、メンバーに金品を出させてグループを作り、新しいメンバーが加
入する度に、そのメンバーから得た金品をグループ内で分配するシステムで、無限
連鎖講と呼ばれ、法律では禁止されています。ですから、マルチ商法＝ネズミ講で
はありません。

■お問い合わせ　商工観光課商工労政担当（内線２１５）

　化膿性脊椎炎の可能性があります。扁桃炎や膀胱炎などの細菌が血

液に乗って運ばれて、脊椎を化膿させる病気です。４０～５０代の中年に多いとされていますが、

糖尿病、悪性腫瘍、肝機能障害などの免疫機能が低下し、感染しやすい状態の高齢者の発症も増

加しています。

　急性の場合には、腰背部の激痛、高熱を伴いますが、慢性の場合には疼痛

は比較的軽く、発熱はあっても微熱です。病気のある部位の脊椎を叩いたり、

押したりすると疼痛を生じ、激痛で寝返りも打てなくなることさえあります。

　症状が進行すると脊椎が破壊され、脊髄神経を圧迫し、筋力低下や知覚障

害が起こることもあります。また、放置しておくと細菌が全身にまわり、最

悪の場合、命にかかわることもありますので、早めに病院を受診することが

大切です。 アドバイザー  韮崎市立病院

整形外科　医師　佐藤弘直

突然の背中の痛みで起き上がれない。
ギックリ腰かと思って安静にしていても全然痛みが良く
ならない・・・そんな症状は。

※詳細は、市役所ホームページに掲載及び政策秘書課、市立病院事務局で配布していま 
　す『韮崎市職員（看護師）中途採用試験案内』をご覧ください。
■お問い合わせ　政策秘書課政策人事担当（内線 325）

採用職種 試験区分 採用者数 採用日 申込受付 試験日 資格要件等

看護師 短大卒業程度 若干名 ７月 1日 5月2日（木）～18日（金） 6月 8日（金） 看護師免許を有する人

韮崎市職員（看護師）を募集します。

春の企画展
「描かれた花展」
　桜や椿などをはじめ、様々な花

の姿を描いた作品をご覧いただけます。

　１階の常設展では、上村松園、片岡球子等、２階第２

展示室では、鈴木信太郎の作品を紹介します。第３展示

室では、島岡達三、原田拾六、バーナード・リーチ等の

作品を展示しています。

■開催期間　６月３日（日）まで

■開館時間　１０時～１８時（入館は１７時３０分まで）

■休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）

■入館料　大人　５００円　小中高　２００円

※障害者手帳を提示の方は、本人及び介添人１名無料

※団体（２０名以上）割引あり

※市内在住・在学の小中学生は無料

※常設展・企画展を何回でも観覧できるお得な年間パス

　ポート会員も受付中です。

　　
5

韮崎市民交流センター　ニコリ内
韮崎大村美術館　サテライトスペース企画展
「桑原巨守と教え子たち展」
　清々しい少女の像が特徴的な桑原巨守とその教え子た

ちのブロンズ像などをご覧いただけます。市民交流セン

ター１階の無料でご覧いただけるスペースですので、お

気軽にお立ち寄りください。

■開館時間　９時～１７時

■休館日　月曜・休日の翌日

■お問い合わせ

　韮崎大村美術館　☎ ２３―７７７５

　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

informationinformation



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く） 　７日・１０日

１４日・１７日
２１日・２４日
２８日・３１日

２日・１６日

ー ２３日 １日
●市役所裏駐車場
　５日・１２日・
　１９日・２６日
　１３時～１６時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　１２日・２６日
　１３時～１６時
●龍岡公民館グラウンド
　１２日・２６日
　１３時～１６時

５月２６日（土）
９時～１１時
エコパークたつおか

（☎ 22-3437）へ直接搬入
運転免許証により、韮崎市
民 で あ る こ と を 確 認 し ま
す。
お店や事業所から出たもの
は搬入できません。
普通乗用車、軽自動車以外
での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 ９日 ー ８日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石 　１日・　８日

１１日・１５日
１８日・２２日
２５日・２９日

９日・２３日

ー １６日 １５日

旭・大草・龍岡 ２日 ー ２２日

５月のごみ収集日程　

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール

　ワークショップ開催

　毎年好評をいただいておりますワーク

ショップを今年度も５月から開催します。ぜ

ひこの機会に芸術・文化を体験してみません

か？

＊『落語ワークショップ』

　[ １回目]　５月１０日（木）

　[ ２回目]　６月１９日（火）

　以降毎月第２水曜日

　１８時３０分～２０時３０分・会議室

　参加料１回　大人２,５００円・

　高校生以下１,５００円（全１０回）

　講師に春風亭柳之助師匠を迎え、落語を通

じて「話す楽しさ」を体験できます。皆さん

も落語を一席話せるようになりますよ！

＊『陶芸ワークショップ』

　毎月第２土曜日

　９時３０分～１１時３０分・能穴焼工房

　参加料１回２,０００円（全１０回）

　能穴焼窯元主人の林茂松先生と自然に囲ま

れた穴山の地でゆったり味わう創作のひとと

きを是非お楽しみください。

※各種申し込みを受け付け中です。

◇エントランスコンサート Vol.３

　～弦楽四重奏とフルートの調べ～

　５月１９日（土）１３時３０分・

　　　　　　　　　エントランスホール

　気軽に生のクラシック音楽を聴いてみませ

んか？今回は、梨響シニアオーケストラ弦楽

四重奏団とフルートの爽やかな音色をお楽し

みいただきます。

　【全席自由】入場無料（先着１５０名様）

◇親子のためのキャンディコンサート

　６月３日（日）１４時開演・

　　　　　　　　エントランスホール

　“なかなか、子供を連れてのコンサートは気

が引ける…”そんな思いをしたことはありま

せんか？キャンディコンサートはお子様がメ

インのコンサートです！キャンディを食べな

がら気軽にクラシック音楽をお楽しみいただ

けます。ぜひ、ご家族でご来場ください。

　【全席自由】入場無料（要入場整理券・

　　　　　　 先着１５０名様）

◇ものまねスーパー★ライブ in 韮崎

　７月１４日（土）１４時開演・大ホール

　出演：原口あきまさ、ミラクルひかる、

　　　　ダブルネーム

　【全席指定】３, ０００円

　※３歳以上有料（３歳未満でもお席が必要

　　な場合は有料）

☆ ５月１２日（土）１０時より発売開始！

　（当ホールの発売日初日は電話予約のみ）

■お問い合わせ

　東京エレクトロン韮崎文化ホール

　☎２０ー１１５５　　 ２２ー１９１９

文化ホールインフォメーション
祖母石、一ツ谷、水神 1 ～２、若宮、旭、日の出、
西町、富士見ヶ丘、中島、高河原  ２１日（月）

富士見、岩下、上の山 １日（火）・２２日（火）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 ２日（水）・２３日（水）

穂坂町、日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場 ７日（月）・２４日（木）

穂坂町、柳平、宮久保、鳥の小池 ８日（火）・２５日（金）

藤井町全区 ９日（水）・２８日（月）

中田町全区・穴山全区 １０日（木）・２９日（火）

円野町全区 １１日（金）・３０日（水）

清哲町全区・神山町全区 １４日（月）・３１日（木）

旭町全区  １５日（火）

大草町全区・竜岡町全区 １７日（木）

●老壮大学 １８日（金）

●静心寮 １６日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（５月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応
●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時
●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。
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子宮頸がん検診
乳がん検診

（視触診・超音波検査） （視触診・マンモグラフィ検査）

対 象 者　 ※ １
（韮崎市民の方）

本年度20歳以上の女性 本年度25歳～39歳の女性、
本年度40歳以上の偶数年の女性 本年度41歳以上の奇数年の女性

女性特有のがん検診事業対象者の方は無料クーポン券を使って受診してください。
受 付 期 間 平成24年５月14日（月）～平成24年12月14日（金）
受 診 申 込 保健福祉センター窓口又は総合健診会場
受 診 場 所 指定医療機関 保健福祉センター又は指定医療機関
受 診 期 間 平成25年１月31日（木）まで
持 ち 物 健康保険証、自己負担金

自 己 負 担 金
2,000円 1,000円

ただし、本年度70歳以上は無料。

■
対
象
者

  

左
表
の
と
お
り

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん

は
感
染
力
が
強
い
感
染
症
で
す
。

自
分
が
感
染
し
な
い
た
め
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ

な
い
た
め
に
も
、
予
防
接
種
は
有

効
な
手
段
で
す
。

　

今
年
度
対
象
と
な
る
年
齢
の
方

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

麻
し
ん
は
、
毎
年
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
流
行
し
ま
す
の
で
、
対

象
と
な
る
方
で
ま
だ
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
な
る
べ
く

早
く
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
時

に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

な
お
、
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
交
付

し
て
い
ま
す
の
で
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
の
受
診
を
促
進
す

る
た
め
、
次
の
年
齢
の
方
【
表

１
】
に
は
、
検
診
の
自
己
負
担
金

を
免
除
し
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に

よ
る
乳
が
ん
検
診
及
び
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
６
月
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

該
当
年
齢
の
方
は
、
５
月
14
日

よ
り
開
始
す
る
申
込
み
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
診
機

関
に
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

乳
が
ん
は
、
食
生
活
の
欧
米
化

な
ど
に
よ
り
、
年
々
増
加
し
、
一

方
子
宮
頸
が
ん
は
20
代
か
ら
40
代

の
比
較
的
若
い
世
代
で
増
加
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
早
期
に
発
見

す
れ
ば
治
療
が
可
能
な
が
ん
で
す

の
で
、
年
に
一
度
の
検
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

☎
２
３
ー
４
３
１
０　

区　分 対象者の生年月日等 接種期間 予診票

第１期 満１歳児 １歳以上２歳未満 ２歳になるまでに接種 予防接種手帳を使用

第２期 年長児 平成18年４月２日～
　平成19年４月１日

平成 25年３月 31日までに
接種

平成 24 年４月中旬に郵送し
ています。第３期 中学１年生 平成11年４月２日～

　平成12年４月１日

第４期 高校３年生相当 平成６年４月２日～
　平成７年４月１日

▼麻しん・風しん予防接種対象者

６
月
ま
で
に
！

麻
し
ん
（
は
し
か
）・

風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
の
た
め
、

年
に
一
度
は
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
。

年齢 生　年　月　日 対象検診項目
２０歳 平成３（1991）年４月２日～平成４（1992）年４月１日 子宮頸がん検診
２５歳 昭和61（1986）年４月２日～昭和62（1987）年４月１日 子宮頸がん検診
３０歳 昭和56（1981）年４月２日～昭和57（1982）年４月１日 子宮頸がん検診
３５歳 昭和51（1976）年４月２日～昭和52（1977）年４月１日 子宮頸がん検診
４０歳 昭和46（1971）年４月２日～昭和47（1972）年４月１日 子宮頸がん・乳がん検診
４５歳 昭和41（1966）年４月２日～昭和42（1967）年４月１日 乳がん検診
５０歳 昭和36（1961）年４月２日～昭和37（1962）年４月１日 乳がん検診
５５歳 昭和31（1956）年４月２日～昭和32（1957）年４月１日 乳がん検診
６０歳 昭和26（1951）年４月２日～昭和27（1952）年４月１日 乳がん検診

【表２】※１平成25年3月31日現在の年齢です。

【表１】女性特有のがん検診事業対象者
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要
援
護
者
の
安
否
確
認
等
に
取
り

組
み
、
現
在
も
要
援
護
者
等
の
見

守
り
・
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
並
び
に

主
任
児
童
委
員
は
、
各
地
区
に
配

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
住

い
の
地
区
担
当
の
方
が
不
明
な
場

合
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
は
、

前
身
で
あ
る
「
済さ
い
せ
い世
顧こ

も

ん問
制

度
」
が
大
正
６
年
５
月
12
日

に
岡
山
県
で
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
由
来
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

　
　

（
内
線
１
８
１
）

　　

毎
年
、
５
月
12
日
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
様
々
な
取
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

韮
崎
市
内
で
は
厚
生
労
働
大
臣

よ
り
任
命
さ
れ
た
１
１
１
名
の
方

が
現
在
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
・
地
域
住
民

の
相
談
役
・
行
政
な
ど
関
係
機
関

と
の
パ
イ
プ
役
・
高
齢
者
等
の
見

守
り
活
動
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
相
談
業
務
に
あ
た
る
為
、
特
別

　

地
方
公
務
員
と
い
う
立
場
で
、

　

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り

　

ま
す
。

■
主
任
児
童
委
員

　

韮
崎
市
内
で
は
民
生
委
員
・
児

童
委
員
１
１
１
名
の
中
か
ら
、
厚

生
労
働
大
臣
よ
り
指
名
さ
れ
た
22

名
の
方
が
現
在
活
動
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

児
童
福
祉
の
推
進
・
児
童
虐
待

防
止
・
育
児
相
談
・
教
育
相
談
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

多
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

■
主
要
見
学
場
所

　
　

徳
島
兵
左
衛
門
の
碑
・
円
井

　
　

宿
・
宗
泉
院
・
円
井
池
・
宇

　
　

波
戸
神
社
な
ど

■
定　

員　

35
名

　
　

（
要
申
込
み
。
定
員
に
な
り

　
　

次
第
締
め
切
り
。）

■
参
加
費　

50
円

　
　

（
保
険
料
・
当
日
徴
収
い
た

　
　

し
ま
す
。）

◎
昼
食
等
は
各
自
で
準
備
し
て
く

　

だ
さ
い
。

◎
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
コ
ー
ス

　

と
な
り
ま
す
。

◎
雨
天
中
止

■
受
付
期
間

　
　

５
月
７
日（
月
）～
24
日（
木
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

中
央
公
民
館

　
　

☎
２
２
ー
１
１
１
５

　

韮
崎
市
公
益
通
報
制
度
は
、
公

益
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
き
、
市

職
員
か
ら
の
公
益
通
報
に
関
し
、

通
報
者
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

市
政
に
お
け
る
違
法
な
事
態
を
防

止
す
る
な
ど
し
て
、
市
政
に
対
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
透
明
で
公
正

な
市
政
の
運
営
を
行
う
た
め
の
制

度
で
す
。

　

市
で
は
、
公
益
通
報
件
数
を
毎

年
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
平
成
23
年
度

　

公
益
通
報
件
数
０
件

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　

（
内
線
３
５
５
）

　

身
近
な
場
所
に
面
白
い
場
所
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

円
野
に
は
徳
島
堰
の
取
水
口
、

つ
ぶ
ら
池
、
宗
泉
院
な
ど
水
や
山

の
伝
承
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
、
歴
史
も
自
然
も
豊

か
な
円
野
を
一
日
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

車
で
走
っ
て

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
歩
く
か
ら
気

が
付
く
小
さ
な
感
動
を
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

■
日　
　

時　

５
月
2�
日（
土
）

■
集
合
時
間　

９
時

■
解
散
時
間　

14
時
30
分
頃

■
集
合
場
所

　
　

午
頭
島
公
園
駐
車
場

●民生委員児童委員行動宣言
１．安心して住み続けることができる地域社会づ

くりに貢献します

２．地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案し

行動します

３．児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取

り組みを進めます

４．多くの福祉課題を抱える生活困難家庭に粘り

強く接し、地域社会とのつなぎ役を務めます

５．日頃の活動を活かし、災害時に要援護者の安否

確認を行います

第
２
投
票
所

変
更
の
お
知
ら
せ

　

次
回
の
選
挙
か
ら
、
第
２

投
票
区
（
対
象
区
域
：
水
神

一
丁
目
、
水
神
二
丁
目
、
本

町
一
丁
目
、
富
士
見
ケ
丘
一

丁
目
、
富
士
見
ケ
丘
二
丁
目
）

の
投
票
所
が
「
に
ら
さ
き
文

化
村
」
か
ら
原
則
と
し
て
「
韮

崎
市
役
所
」
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

選
挙
の
際
に
、
各
世
帯
に

お
届
け
す
る
「
投
票
所
入
場

券
」
に
、
投
票
所
を
記
載
い

た
し
ま
す
の
で
、
対
象
区
域

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
ご
確

認
の
う
え
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
内
線
３
３
３
）

広
げ
よ
う
！

地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や

り

円
野
の
水
や
山
の

伝
説
を
探
ろ
う

第
１
回
ふ
る
さ
と
歴
史

再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

韮
崎
市

公
益
通
報
件
数
の
公
表
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市
で
は
、
４
月
号
よ
り
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
取

り
組
み
を
、
地
域
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

養
成
研
修
を
す
べ
て
受
講
さ
れ

た
方
に
、「
認
定
証
」
を
お
渡
し

い
た
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
健
康
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
に
お
け

る
介
護
予
防
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
き
い
き
貯
筋
ク
ラ
ブ
な
ど
に

参
加
し
て
、
健
康
体
操
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
、
参

加
者
と
と
も
に
楽
し
く
健
康
づ
く

り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方

■
定
員　

20
名（
先
着
順
）

■
募
集
期
間　

　
　

６
月
15
日（
金
）ま
で

■
申
込

　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
窓
口
で
お

　
　

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
研
修
日
程（
全
４
回
）

◎
１
回
目　

６
月
20
日（
水
）

◎
２
回
目　

７
月
４
日（
水
）

◎
３
回
目　

７
月
1�
日（
水
）

◎
４
回
目　

８
月
８
日（
水
）

　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

　
　

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
２
３
ー
４
３
１
３

　
　
　
　
　
　　

２
３
ー
４
３
１
６

シ
ニ
ア
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
の
お
知
ら
せ

■「定住促進住宅」（旧雇用促進住宅）入居者募集　■
　韮崎市は市内にある雇用促進住宅を購入し、市営定住促進住宅として管理・運営を行っています。

　この住宅は従来の市営住宅にあるような入居制限（所得制限等）を緩和し、家賃を抑え、住民の定住

を促進し地域の活性化を図ることを目的とした住宅です。

■入居資格：企業等に就職している者又は60歳以上の者で、市内に定住しようとするものであること
・同居しようとする者がある場合には、その者が親族

　（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関と同様の事情にある者その他婚姻の予定者を含む。）

・現に住宅を必要とする者で他に入居できる適当な住宅がないものであること

・家賃を支払う能力があると市長が認める者

・暴力団でないこと

・市税等を滞納してない者

■申込に必要な書類
・入居申込書

・入居しようとする者の住民票の写し

・収入を証する書類

・市税等を納付したことを証する書類・連帯

　保証人と申込者の印鑑証明書

　※その他必要に応じてこれ以外の書類を提

　出していただく場合が有り

■入居手続き
・敷金（住宅使用料の２ヶ月分）連帯保証人１名が必要になります。

【連帯保証人の条件】

・県内に住所を有する者又は、入居決定者の２親等までの親族。

・独立の生計を営み、かつ入居決定者と同等以上の収入を有する方

・現に公営住宅に入居してない者

■募集物件の概要
下表のとおり

■お問い合わせ（空き状況・申請書の書き方等）

甲府ビルサービス定住促進住宅管理センター（指定管理者）☎２３ー５５１５

建設課管理担当　☎内線２４６・２４７ 　

物件名 所在地 間取り 家賃 構造
サンコーポラス祖母石団地 下祖母石２０８６番地３ ３DK（53.96㎡） ３７，１００円 鉄筋コンクリート５階建
サンコーポラス龍岡住宅 龍岡町若尾新田４９２番地５ ３DK（53.08㎡） ４３，５００円 鉄筋コンクリート５階建
サンコーポラス藤井住宅 藤井町北下条１４６５番地２ ３DK（53.08㎡） ４３，５００円 鉄筋コンクリート５階建
サンコーポラス栄住宅※ 栄一丁目２番１０号 ２K（28.00㎡） １８，８００円 鉄筋コンクリート４階建

注
※サンコーポラス栄のみ入居
期限が平成 32 年までの定期
賃貸契約となります。

各住宅の共益費は
８００円

■物件の概要一覧表

写真はサンコーポラス龍岡住宅
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　４月15日には「お新府
さん」が行われました。
　毎年、新府城跡へとつづ
く２４９段の石段を神輿が駆け上がる姿は、祭りの
クライマックスにふさわしく圧巻の力強さでした。

　４月７日に信玄公祭り「甲
州軍団出陣パレード」が開催
されました。
　市役所から韮崎駅までパレードを行い、駅前広場
での出陣式のあと、甲府本陣へと出陣しました。
　大将に市議会議長　野口紘明氏、副将に上野電子
㈱社長　上野政己氏、武者に上野電子㈱のみなさん
が扮した「甘利備前守虎泰隊」は、勇敢な風の５番
隊として出陣し、盛んな喝采を浴びました。

広報にらさきは市ホームページでも

ご覧になれます。

http://www.city.nirasaki.lg.jp/
■お問い合わせ

　企画財政課企画推進担当

　☎22－1111（内線356）

　  koho@city.nirasaki.lg.jp

春の出陣

武田の里ウォーク

　今年で12回目のウォークが４月14日・15日の２
日間行なわれました。今年は、肌寒い日が続いたせ
いか、桃の花はつぼみが膨らんだ程度でしたが、天
気は晴れ渡り、雪化粧をした八ヶ岳や南アルプスが
きれいに望め、歩く方々も景色を楽しんでいました。

お新府さん

　このたび、桑原綾子夫人より作品を多くの人に観
てもらいたいと、韮崎大村美術館に寄贈の申し出が
ありました。
　寄贈された作品は、桑原巨守氏のブロンズ像の作
品《萌黄(もえぎ)》のほか、女子美術短期大学彫塑
教室で、桑原氏が指導した生徒たちが制作した彫刻
や、油彩で描かれた絵画など計15点です。

作品を寄贈していただきました。
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■
場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　

用
具
を
使
い
音
楽
に
あ

　
　
　

わ
せ
て
行
う
た
の
し
い
健

　
　
　

康
体
操
で
す
。

■
講
師　

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会

　
　
　

公
認
指
導
士　

岡
崎
万
理　

氏

■
対
象　

中
高
年
者
・

　
　
　
　

関
心
の
あ
る
方

■
定
員　

30
名 

■
費
用　

無
料

■
持
物　

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
料

　
　
　

水
、
上
履
き
、
敷
物

　
　
　

（
バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ
ル

　
　
　

な
ど
）

■
服
装　

運
動
の
出
来
る
服
装

■
申
込　

５
月
14
日（
月
）ま
で

◎
初
級
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

■
日
時
（
各
火
曜
日
４
回
講
座
）

　
　

６
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

　
　
　
　

26
日 　

　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

１
階
パ
ソ
コ
ン
室

■
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

　
　
　

や
ワ
ー
ド
に
よ
る
文
章
作

　
　
　

成
の
し
か
た
を
学
び
ま
す
。

■
講
師　

　
　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
主
宰　

　
　

向
山
幹
夫　

氏

■
対
象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

■
定
員　

17
名

■
費
用　

教
材
費
１
、０
０
０
円

■
持
物　

筆
記
用
具
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

　
　
　

モ
リ
（
な
い
方
は
９
０
０

　
　
　

円
で
購
入
で
き
ま
す
）

■
申
込　

６
月
１
日（
金
）ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

中
央
公
民
館　

　
　

☎
２
０
ー
１
１
１
５

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
〝
は
や
ぶ
さ
”
を
継
ぐ
も
の

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム 

シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト 

小
笠
原 

雅
弘 

氏
を
お
迎
え
し
、『
〝
は
や

ぶ
さ
”
を
継
ぐ
も
の
～
新
た
な

太
陽
系
大
航
海
時
代
に
向
か
っ
て

～
』
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

小
笠
原 

雅
弘 

氏
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、

チ
ー
ム「
は
や
ぶ
さ
」の
メ
ン
バ
ー

で
す
。

■
日
時　

５
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分　

開
場

　
　
　
　

14
時　

開
演

■
対
象　

大
人
は
も
ち
ろ
ん
中
学

　
　
　

生
以
上
の
学
生
さ
ん
も
大

　
　
　

歓
迎
！
小
学
生
で
も
興
味

　
　
　

の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加

　
　
　

く
だ
さ
い
。

■
入
場
無
料

■
場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
　

☎
２
２
ー
１
１
２
１

イ
ラ
ス
ト　

池
下
章
裕　

い
き
い
き
生
涯
学
習
講
座

◎
中
高
年
の
た
め
の
３
Ｂ
体
操

　

さ
わ
や
か
な
季
節
、
体
に
優
し

い
運
動
で
健
康
力
を
ア
ッ
プ
し
ま

し
ょ
う
。

■
日
時
（
各
火
曜
日
３
回
講
座
） 

　
　

５
月
15
日
・
22
日
・
29
日

　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

韮崎市民交流センター

「ニコリ」

ＮＩＲＡＳＡＫＩ　ＣＩＶＩＣ　ＣＥＮＴＥＲ

　４月８日、韮崎
西中学校で辞令交
付式が挙行されま
した。
　決意を新たに52名の新入団員が加わり、市民の生
命・財産を守るため、消防団一丸となり活躍すること
が期待されます。

平成24年
韮崎市消防団辞令交付式

中
央
公
民
館
主
催

ニ
コ
リ
主
催
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■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

韮
崎
市
民
吹
奏
楽
団

　
　

☎
０
９
０
ー
５
５
０
１
ー

　
　
　

７
７
３
１（
団
長　

山
寺
）

山
梨
労
働
局
か
ら

★
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
　

「
山
梨
県
婦
人
服
製
造
業
最

　

低
工
賃
」
が
4
月
21
日
か
ら
改

　

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

１
工
当
た
り
１
～
２
円
の
引

　

き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５―

２
２
４―

５
６
１
１

　

山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５―

２
２
５―

２
８
５
４

★
使
っ
て
み
よ
う
！

　

業
務
改
善
助
成
金

　
　

賃
金
改
善
計
画
の
作
成
等
の

　

一
定
条
件
を
満
た
せ
ば
業
務
改

　

善
に
要
し
た
経
費
の
２
分
の
１

　

を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象　

時
給
８
０
０
円
未
満
の

　

労
働
者
が
い
る
中
小
事
業
主

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５―

２
２
５―

２
８
５
４  

韮崎市立病院からお知らせ　４月から次の外来診療を開始しております

 

山
梨
県
水
防
訓
練

実
施
の
ご
案
内

　

応
急
復
旧
活
動
や
救
助
活
動

は
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
発
生
時
に
お

い
て
、
地
域
の
人
々
の
生
命
や

財
産
を
守
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
水
防
関
係
の

各
機
関
が
協
力
し
て
水
防
工
法

の
技
術
、
災
害
応
急
復
旧
技
術

の
習
得
と
地
域
住
民
の
防
災
活

動
に
対
す
る
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

９
時

■
場
所　

釜
無
川
河
川
公
園

　

９
時
の
煙
火
の
合
図
に
合
わ

せ
て
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
是
非
多
く
の
皆
様
に
ご
覧

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
中
北
建
設
事
務
所

　

峡
北
支
所
河
川
砂
防
管
理
課

　

☎
２
３
ー
３
０
６
６

第
27
回
定
期
演
奏
会

　

韮
崎
市
吹
奏
楽
団
は
地
元
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
る
一
般
社
会
人

を
中
心
と
し
た
吹
奏
楽
団
で
す
。

慰
問
演
奏
や
イ
ベ
ン
ト
演
奏
を
中

心
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
26
日（
土
）

　
　

13
時
30
分
会
場　

14
時
開
演

■
演
奏
内
容　

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

　
　

気
分
を
味
え
る
ケ
ル
ト
ラ
プ

　
　

ソ
デ
ィ

　
　

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
・
歌
謡
曲
の
吹
奏

　
　

楽
ア
レ
ン
ジ
な
ど

■
場
所

　
　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎　

　
　

文
化
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

科 診察日 受付時間 診療時間

小児科
（午後の診療）

平　日
一般外来午後３時30分から４時30分 午後４時から５時

予約外来 午後３時から４時
（午前中の診療も従来どおりおこないます）

麻酔科
（ペイン（痛み）） 水曜・金曜 午前８時30分から11時30分 午前９時から12時

リウマチ外来
（整形外科）

金　曜
午前８時30分から11時30分 午前９時から12時

午後１時から４時 午後１時30分から４時30分
（予約制となりますので、詳細はお問い合わせください）
（これまでの水曜日の外来から変更となります）

練
習
場
所
で
の
見
学
・
入
団

希
望
の
方
は
Ｈ
Ｐ
の
メ
ー
ル

担
当
ま
た
は
団
長　

山
寺
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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韮
崎
市
ふ
る
さ
と

偉
人
資
料
館
前
期
企
画
展

　
『
伊
藤
う
た
』の
生
涯―

　
　

女
子
教
育
の
歩
み
と
と
も
に

　

伊
藤
う
た
は
、
明
治
時
代
の
封

建
制
度
の
も
と
「
女
子
が
生
活
上

の
不
幸
に
遭
遇
し
て
も
、
裁
縫
の

力
で
自
立
で
き
る
よ
う
に
」
と
い

う
願
い
か
ら
、
１
９
０
０
年
に
山

梨
裁
縫
学
校
を
設
立
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
ぜ
、
う
た
は
困

難
を
乗
り
越
え
て
女
子
教
育
の
先

が
け
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
う
た
を
育

ん
だ
穴
山
村
の
学
び
の
伝
統
、
当

時
の
女
子
教
育
の
状
況
、
う
た
の

信
念
と
教
育
方
法
、
そ
の
情
熱
、

今
に
つ
な
が
る
う
た
の
精
神
に
つ

い
て
現
存
す
る
資
料
、
写
真
、
実

物
資
料
、
証
言
な
ど
を
通
し
て
展

示
を
行
う
。

■
期
間　

９
月
30
日（
日
）ま
で

■
休
館
日　

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
の

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日

■
開
館
時
間　

９
時
～
17
時

■
観
覧
料　

入
館
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人

　
　

資
料
館

　
　

☎
２
１
ー
３
６
３
６

団
員
募
集
・
韮
崎
甘
利
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

韮
崎
甘
利
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
は
、
随
時
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

初
め
て
の
子
も
大
歓
迎
で
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ル
ー
ル
な

ど
の
野
球
の
基
本
か
ら
丁
寧
に
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
・
学
年
・
男
女
に
関
係
な

く
、
み
ん
な
で
一
緒
に
白
球
を
追

い
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
練
習
日
時

　
　

木
曜
日　

16
時
30
分
～
19
時

　
　

土
・
日
曜
日　

９
時
～
16
時

　
　

（
試
合
が
あ
る
日
は
時
間
が

　
　

変
更
に
な
り
ま
す
。）

■
練
習
場
所

　
　

木
曜
日　

甘
利
小
学
校

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

土
・
日
曜
日　

三
井
金
属

　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

☎
０
９
０
ー
７
４
０
６
ー

　
　
　

５
２
９
９

　
　
　

保
護
者
会
長
・
重
田

憲
法
週
間
行
事

　

刑
事
裁
判
傍
聴
ツ
ア
ー

■
日
時　

５
月
18
日（
金
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

　
　
　

（
受
付
９
時
30
分
か
ら
）

■
場
所　

甲
府
地
方
・

　
　
　
　

家
庭
裁
判
所

　
　

（
甲
府
市
中
央
１
ー
10
ー
７
）

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
人
員　

50
名
程
度

　
　
　
　
　
　

（
先
着
順
）

■
内
容　

　
　

裁
判
員
裁
判
等
の
解
説
・
法

　
　

廷
見
学
ほ
か

■
申
込
期
間　

５
月
11
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総

　
　

務
課
庶
務
係

☎
０
５
５
ー
２
３
５
ー
１
１
３
３

　

甲
府
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

☎
０
５
５
ー
２
３
５
ー
７
２
３
４

平
成
24
年
度

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ

　

ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

　

新
生
活
に
な
れ
ま
し
た
か
？
心

の
ゆ
と
り
が
で
き
ま
し
た
か
？
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
で
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
生
活
習
慣
病

予
防
に
役
立
て
る
種
目
を
さ
が
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ス
ク
ー
ル
（
教
わ
る
）
サ
ー
ク

ル
（
み
ん
な
で
楽
し
む
）
と
い
っ

た
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
で

も
自
分
に
合
っ
た
コ
ー
ス
が
い
く

つ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
ピ
ラ
テ
ィ
ス
ス
ク
ー
ル

　

３
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
体
験

会
で
は
定
員
以
上
の
申
し
込
み
を

い
た
だ
き
大
好
評
で
し
た
。
４
月

か
ら
ス
ク
ー
ル
種
目
と
し
て
活
動

中
で
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
に

き
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
２
１
ー
２
２
５
５

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
対
象

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座

（
２
級
過
程
）

■
日
時　

６
月
～
10
月
の
原
則

　
　
　
　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
15
分

■
場
所

　
　

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

（
甲
府
市
朝
日
４
ー
５
ー
21
）

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の

　

施
設
実
習
も
行
い
ま
す
。

■
定
員　

20
名

■
受
講
料　

７
千
円

■
申
込　

５
月
７
日（
月
）ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

　
　

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
０
１
４
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自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
０
１
４

暮
ら
し
と
お
金
の
体
験
相
談
会

　

生
活
設
計
・
教
育
資
金
・
住
宅

資
金
・
保
証
設
計
・
年
金
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

５
月
26
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
相
談
料　

無
料

■
会
場　

ぴ
ゅ
あ
総
合

　
　

（
甲
府
市
朝
気
１
ー
２
ー
２
）

■
定
員　

４
組
（
事
前
予
約
制
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
山
梨
支
部

　
　

☎
２
１
ー
２
５
１
３

農
業
体
験
研
修

　

農
業
を
職
業
と
し
た
い
と

　

思
っ
て
い
る
方

■
対
象

　
　

農
業
体
験
の
無
い
か
乏
し
い

　

方
で
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

■
週
末
３
日
コ
ー
ス

　
　

実
施
時
期　

５
月
～
10
月
ま

　
　

で
の
週
末
３
日
間（
全
５
回
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

山
梨
県
農
業
大
学
校

　
　

☎
３
２
ー
２
２
６
９

植
木
と
緑
地
管
理
技
能
講
習
会

　

植
木
管
理
の
基
本
知
識
、
道
具

の
使
い
方
、
樹
木
の
病
害
虫
防
除

と
安
全
管
理
、
整
枝
、
剪
定
の
方

法
を
習
得
し
、
さ
ら
に
緑
地
管
理

に
必
要
な
機
械
器
具
の
安
全
な
取

り
扱
い
方
法
を
学
び
ま
す
。

  

尚
、
講
習
会
の
修
了
者
に
は
刈

払
機
取
扱
作
業
者
の
資
格
証
が
取

得
で
き
ま
す
。

■
日
時　

　
　

６
月
12
日
～
25
日（
10
日
間
）

　
　

９
時
30
分
～
16
時

■
会
場　

韮
崎
市
総
合
運
動
場
等

■
対
象　

　
　

①
就
業
・
就
職
を
希
望
す
る

　
　

55
歳
以
上
の
高
齢
者

　
　

②
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前

　
　

の
求
職
の
登
録
が
必
要
で
す
。

■
定
員　

20
名

■
受
講
料　

無
料

■
締
め
切
り　

５
月
29
日（
火
）　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
　

（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー

　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５
ー
２
２
８
ー
８
３
８
３

　
　

（
社
）峡
北
広
域
シ
ル
バ
ー

　
　

人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
５
ー
６
３
０
０

・
・
・　

川
を
き
れ
い
に
・
・
・

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
優

し
く
見
守
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

■
モ
ニ
タ
ー
期
間

　

平
成
24
年
７
月
１
日
～

　

平
成
26
年
６
月
30
日
ま
で
の

　

２
年
間

■
場
所　

富
士
川
及
び
笛
吹
川

■
応
募
資
格

　

山
梨
県
内
も
し
く
は
静
岡
県
内

　

に
在
住
し
、
富
士
川
及
び
笛
吹

　

川
付
近
（
概
ね
５
キ
ロ
以
内
）

　

に
住
む
20
歳
以
上
の
方

■
謝
礼　

実
費
程
度

■
応
募
締
切　

　
　

５
月
18
日（
金
）ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道

　
　

事
務
所　

河
川
管
理
課

　
　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当

　
　

☎
２
５
２
ー
８
８
８
８

土
地
の
境
界
で
お
困
り
の
方

　

土
地
の
境
界
問
題
の
専
門
家

「
土
地
家
屋
調
査
士
」
と
法
律
の

専
門
家
の
「
弁
護
士
」
が
協
力
し

て
問
題
の
解
決
を
目
指
す
よ
う
お

手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

※
要
電
話
予
約

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

や
ま
な
し

　
　

（
甲
府
市
国
母
８
ー
13
ー
30
）

☎
０
５
５
ー
２
２
５
ー
３
７
３
７

特
設
人
権
相
談

　

い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や
近

隣
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
侵

害
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

　
　

６
月
1
日（
金
）10
時
～
15
時

■
場
所

　
　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
　

１
階
会
議
室
２

■
申
込　

事
前
予
約
は
不
要

■
担
当　

人
権
擁
護
委
員

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
推
進
担
当（
内
線
３
５
６
）

労
務
・
業
務
改
善
の
お
悩
み

　

企
業
の
労
務
・
経
営
・
業
務
改

善
も
含
め
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

社
会
保
険
労
務
士
、
中
小
企
業
診

断
士
等
の
専
門
家
の
派
遣
も
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
３
７
ー
３
２
１
５

　
　

最
低
賃
金
相
談
支
援

　
　

コ
ー
ナ
ー(

毎
週
火
・
木
）

☎
０
５
５
５
ー
２
２
ー
２
１
６
６

ひ
と
り
親
家
庭
・
寡
婦
の

　
　

た
め
の
無
料
法
律
相
談

■
日
時　

毎
月
１
回
第
2
火
曜
日

　
　

（
要
事
前
予
約
制
）

　
　

13
時
～
16
時

■
対
象

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
お
よ

　
　

び
寡
婦
の
方
ほ
か

■
内
容

　
　

養
育
費
の
取
り
決
め
や
履
行

　
　

の
確
保
な
ど
、
自
分
で
は
解

　
　

決
困
難
な
事
例
に
つ
い
て
、

　
　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

残される大切な人のために…
　公正証書による遺言の作成件数は、全国で年間７万件を超

えており、この数は増加傾向にあります。

　また、遺産分割の揉め事は、相続財産の多少に関係ありま

せん。紛争の多くは、相続財産が５千万円に満たない場合に

起こっています。

　万能ではありませんが、扮装を未然に防ぐ手段として有効

な遺言。元気な貴方なら、簡単に作れます。

■お問い合わせ　山岸行政書士事務所　
　☎ 055-287-6583　〒400-0214　南アルプス市百々1819ー4

遺言小冊子＆
無料相談券進呈
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市の人口（４月１日現在）
　男　　１５，７４９人　　世帯数　　１２，３５５世帯
　女　　１５，９３０人　　前月比　　　　ー２６人
　計　　３１，６７９人　　前月比　　　　　３５世帯

韮崎市国民健康保険より
　４月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は 150,234,050 円で、一人あたりの保険者負担
額は、18,116 円 ( 前年同月比　7,31％増）でした。
　引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力く
ださい。

ケリー　ワンポイント英会話

ケリー先生ありがとうございました。またお会いできる日を楽しみにしています。

東日本大震災　義援金受付

■受付期間　平成 24年 9月 30日　※延長しました。
■受付場所　市役所 1階福祉課窓口（平日 8時 30分～ 17時 15分）

　　　希望者には義援金採納証明書を発行いたします。

※既にご協力いただいた分を含む（受付簿へ記入された方のみ）

■お問い合わせ　福祉課高齢者福祉担当（内線180・181）

平成23年3月14からの
義援金総額12,891,684円

（４月10日現在）

「広報にらさき」に掲載する有料広告を募集しています。

最後の

●掲載位置は２色刷りページとし、色、ページ及び位置は
　市が指定します。
●規格は、１枠につき縦50mm、横85mmを基準とします。
●デザイン及び内容は、広報にらさきのデザインと調和が
　とれたものとし、市と広告掲載希望者との間で協議のう
　え決定します。
●掲載料は、１枠当たり月額１０，０００円となります。
●掲載期間は、原則３月間とします。
お問い合わせは、企画推進担当（内線３５６）まで。

みなさんこんにちは！お元気ですか？　新しい生活にもなれましたか？
突然ですが、4月に2年半を過ごした日本を離れアメリカに戻りました。
日本にいる間は、たくさんの友達に囲まれ本当に楽しく過ごすことができました。子どもたちに
英語を教えるために来たんですが、逆に日本語を教わることもできたので充実した毎日を送るこ
とができました。親切にしてくださった韮崎のみなさん、これからもこの素晴らしい思い出を忘
れることはないでしょう。必ず韮崎に戻って来たいと思っています。
これからも英語の勉強を続けて、たくさんの外国人の友達を作ってください。
それではみなさん、また会う日まで　"See you later!" “またね！”

Hello everyone!  I hope you are doing well.
It is very sudden, but at the beginning of April, I left Japan and returned 
to America.  In the end, I stayed in Japan for two and a half years.  I had so much fun meeting 
new people and seeing new things while I was in Japan.  I'm really happy that I could help my 
students learn English, and also that I could learn Japanese from them!  I will never forget my 
time in Japan.  Japan is full of kind people, and I want to sincerely thank everyone who helped 
me while I was here.  For now, I will live in America, but I think I will come to Japan again 
someday!  I hope I can see you again then.  By studying another language, we can make many 
new friends, so please keep doing your best!  Until me meet again, "See you later!"
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